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 要  旨 
近年，高画質のテレビや高品位の音響設備，様々なインタフェースにより没入感を演出するゲ
ームなどが数多く世に輩出され，多くのユーザに受け入れられている．これは多く人間が，日常
的には体験することが困難な事象を，例え現実とは多少異なった形であったとしても手軽に，し
かし高品位かつ臨場感高く享受したいとの欲求を持ち続けているためである．そこで本研究では，
この人間の持つ欲求に応えるべく臨場感の高い体験をユーザに提示するための手法を検討してい
く． 
本研究においては，臨場感とは提示環境への没入感はもちろんのこと，実際にはその場に存在
しない事物，例えばコミュニケーションの相手やペットがあたかも眼前に存在しているかのよう
に思われる感覚のこととする．この臨場感提示を実現するための手段として，本研究では触覚提
示に着目する．触覚は視覚や聴覚とは異なり，一人称視点で受容する感覚であるため，没入感の
提示および対象物を認識する上で非常に効果的である．したがって，本研究が目指す臨場感提示
実現のために非常に有効な手段となり得ると考える．  
本論文では，臨場感を“ユーザが何かの中に身を置いている”，“何かがユーザの中に身を置いて
いる”，“ユーザと何かが対称的な場所に身を置いている”の 3 つの視点から捉え，これら 3 つの
視点から臨場感を向上させるための方法を触覚提示の観点から検討していく．具体的には，“ユー
ザが何かの中に身を置いている”という視点から，ユーザの姿勢知覚を制御することでゲームな
どのインタラクティブ性を有するシステムにおける没入感としての臨場感提示を行うための手法
について検討する．また，“何かがユーザの中に身を置いている”という視点から，あたかも生き
物そのものを触っているかのようなリアリティの高い触覚を提示するための手法を提案する．最
後に，“ユーザと何かが対称的な場所に身を置いている”という視点から，人と人とが握手や抱き
しめあうといった密接なコミュニケーションを図る際に感じる繊細な触覚を遠隔地間で相互に伝
達するためのシステムの提案を行う． 
 
